
(３)庁内各課からの現況及び課題に

ついて



施設名称 現在の利用状況 今後の課題

泉陽中学校

・施設全体を町の指定緊急避難場所及び指定避難所として
位置づけ
・防災倉庫をグラウンドに常設
・学校独自で体育館、グラウンドを地域住民へ貸し出している
・体育館で、巡回スポーツ教室を年1回実施している

・継続して避難場所及び避難所として位置づけができるか(校舎、体育館、グラウンド)
・耐震性等の理由で解体の方向性が示されている天方生活改善センターの代替地が必要
・１階資料室を現状も使用しているため、利活用の際に整理が必要

(急傾斜地の崩壊の恐れあり)
・校舎の西半分、体育館の全部、グラウンドの西半分強が土砂災害警戒区域に指定
(土石流の恐れあり)
・校舎の半分強、体育館の2/3程度が土砂災害警戒区域に指定

その他、静岡県建築基準条例により、がけの近くに建築する構造物について制限あり

三倉小学校

・施設全体を町の指定緊急避難場所及び指定避難所として
位置づけ
・防災倉庫を設置
・三倉幼稚園教室を放課後子供教室として使用
・巡回スポーツ教室
・グラウンドゴルフ大会

・継続して避難場所及び避難所として位置づけができるか(校舎、体育館、グラウンド)
・現在ドクターヘリのヘリポートとして指定されているため、継続利用が可能か

(急傾斜地の崩壊の恐れあり)
・校舎、体育館のほぼ全体、グラウンドの2/3程度が土砂災害警戒区域に指定。校舎の一部
が土砂災害特別警戒区域に指定
(土石流の恐れあり)
・体育館のほとんどが土砂災害警戒区域に指定

その他、静岡県建築基準条例により、がけの近くに建築する構造物について制限あり

天方小学校

・施設全体を町の指定緊急避難場所及び指定避難所として
位置づけ
・防災倉庫を設置
・管理教室棟の一室を放課後子供教室として使用
・巡回スポーツ教室
・グラウンドゴルフ大会
・スポーツ少年団

・継続して避難場所及び避難所として位置づけができるか(校舎、体育館、グラウンド)
・耐震性等の理由で解体の方向性が示されている天方生活改善センターの代替地が必要
・毎週水曜日、放課後子供教室の開催に利用予定。

(急傾斜地の崩壊の恐れあり)
・プールの一部が土砂災害警戒区域に指定

その他、静岡県建築基準条例により、がけの近くに建築する構造物について制限あり

小学校中学校統合に伴う校跡地利用調査　各課からの報告一覧


